
会会計計事事務務所所のの存存亡亡にに関関わわるる中中小小会会計計要要領領
～中小企業の会計業務を担うのは誰か～

Ⅰ

な
ぜ
中
小
会
計
要
領
か

「
資
本
主
義
に
お
い
て
も
っ

と
も
重
要
な
制
度
は
、
会
計
で

あ
る
」
＊
１

と
い
わ
れ
る
。
確
か

に
、
会
計
は
経
営
に
欠
か
せ
な

い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
他
方
、

「
会
計
は
危
機
に
瀕
し
て
い

る
」
＊
２

う
え
、
ほ
と
ん
ど
経
営

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
＊
３

と
も

い
わ
れ
る
。

率
直
に
言
っ
て
、
会
計
は
こ

う
し
た
二
面
性
を
孕
ん
で
い
る

と
、
経
営
者
に
受
け
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

だ
と
す
る
と
、
重
要
だ
が
活
用

さ
れ
な
い
会
計
を
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
中
、「
中
小
企
業

の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」

（
以
下
「
中
小
会
計
要
領
」
）

が
公
表
さ
れ
た
＊
４

。
こ
の
中
小

会
計
要
領
は
、
経
営
者
が
財
務

情
報
を
活
用
す
る
こ
と
等
を
狙

い
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
中
小
企
業
の
会

計
に
各
機
関
・
団
体
が
幅
広
く

参
入
す
る
こ
と
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。
会
計
事
務
所
は
、

存
亡
に
関
わ
る
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。

１

誕
生
の
背
景

こ
の
１０
年
ほ
ど
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
望
ま
し
い
会
計
の
あ

り
方
の
検
討
が
、
日
税
連
も
参

加
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
う

し

た

成

果

の

ひ

と

つ

が
、

２
０
０
５
年
に
誕
生
し
た
「
中

小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
指

針
」（
以
下
「
中
小
指
針
」
）
で

あ
る
。

そ
の
後
、
会
計
制
度
の
国
際

化
が
進
む
中
、
２
０
１
０
年
に

至
り
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す

る
多
面
的
な
検
討
が
再
開
＊
５

さ

れ
、
新
た
に
中
小
企
業
の
会
計

処
理
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と
め

る
べ
き
等
の
方
向
性
が
提
言
さ

れ
た
＊
６

。
こ
れ
を
受
け
て
策
定

さ
れ
た
の
が
、
中
小
会
計
要
領

で
あ
る
。
官
民
学
を
あ
げ
て
検

討
を
重
ね
合
意
に
達
し
た
も
の

で
あ
る
。

２

普
及
に
周
到
な
配
慮

中
小
会
計
要
領
は
突
然
に
誕

生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
税

連
も
参
加
し
て
慎
重
に
検
討
を

重
ね
た
結
果
で
あ
る
。
即
ち
、

関
係
者
に
よ
る
１０
年
に
及
ぶ
検

討
等
が
、
未
曾
有
の
経
済
危
機

を
背
景
に
進
め
ら
れ
、
最
終
的

に
合
意
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
実
は
、
誕
生
後
の
普
及
と

活
用
に
つ
い
て
周
到
に
配
慮
さ

れ
て
も
い
る
＊
７

。
例
え
ば
平
成

２４
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
、
集

中
広
報
・
普
及
期
間
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
。
経
営
者
が
中

小
会
計
要
領
に
日
ご
ろ
か
ら
接

し
、
関
心
を
持
つ
よ
う
な
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
＊
７

。

３

経
営
者
自
身
の
意
向

中
小
会
計
要
領
は
、
中
小
企

業
関
係
者
の
強
い
意
向
を
考
慮

し
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
即

ち
、
現
状
の
「
経
営
の
実
態
に

合
わ
な
い
会
計
基
準
」
＊
８

で
は

な
く
、
中
小
企
業
の
経
営
者
が

理
解
で
き
、
自
社
の
経
営
状
況

の
把
握
に
役
立
ち
、
か
つ
事
務

・
コ
ス
ト
負
担
が
最
小
限
と
な

る
「
新
た
な
会
計
基
準
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
意
見
書
＊
８

が
、

中
小
企
業
会
計
の
検
討
の
場
で

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
見
書
は
、
中
小
企
業

の
現
状
の
会
計
で
は
経
営
を
あ

り
の
ま
ま
に
つ
か
め
ず
コ
ス
ト

も
高
す
ぎ
る
と
考
え
る
経
営
者

が
多
い
こ
と
を
、
白
日
の
下
に

さ
ら
し
だ
し
た
。

Ⅱ

新
た
な
潮
流－

経
営
力
強
化
に
役
立
つ
会
計

１

政
策
的
な
検
討

こ
う
し
た
中
、
注
目
す
べ
き

変
化
が
中
小
企
業
の
関
係
者
の

間
に
も
生
じ
て
い
た
。「
厳
し

い
内
外
環
境
を
勝
ち
抜
く
自
立

的
な
中
小
企
業
」
が
、
今
後
の

求
め
ら
れ
る
中
小
企
業
像
で
あ

る
と
の
政
策
的
な
検
討
＊
９

の
着

手
で
あ
る
。

即
ち
、
自
立
的
な
中
小
企
業

が
今
後
の
中
小
企
業
像
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
中
小
企
業

自
身
の
経
営
力
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
経
営
力
強
化
に
つ
な
が

る
中
小
企
業
の
実
態
に
即
し
た

会
計
ル
ー
ル
の
整
備
・
普
及
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
う
し

た
方
向
性
の
も
と
で
中
小
企
業

む
け
の
新
た
な
会
計
ル
ー
ル
を

模
索
す
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
＊
１０

。

２

経
営
に
役
立
つ
会
計

中
小
会
計
要
領
は
、
そ
の
目

的
と
し
て
次
の
４
項
目
を
掲
げ

て
い
る
。

・
経
営
者
が
活
用
し
よ
う
と
思

え
る
よ
う
、
理
解
し
や
す

く
、
経
営
状
況
の
把
握
に
役

立
つ
会
計

・
利
害
関
係
者
（
金
融
機
関
、

取
引
先
、
株
主
等
）
へ
の
情

報
提
供
に
資
す
る
会
計

・
会
計
慣
行
を
考
慮
し
、
会
計

と
税
制
の
調
和
を
図
り
、
会

社
計
算
規
則
に
準
拠
し
た
会

計
・
計
算
書
類
等
の
作
成
負
担
は

最
小
限
に
留
め
、
中
小
企
業

に
過
重
な
負
担
を
課
さ
な
い

会
計

い
わ
ゆ
る
財
務
会
計
は
、
そ

の
目
的
と
し
て
利
害
関
係
者
へ

の
情
報
提
供
機
能
を
第
一
と
す

る
。
こ
の
点
は
、
中
小
企
業
に

お
い
て
も
、
中
小
指
針
に
見
る

よ
う
に
、当
然
と
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
中
小
会
計
要
領
で

は
、
上
述
の
よ
う
に
、
利
害
関

係
者
へ
の
情
報
提
供
は
第
二
位

の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り

最
上
位
の
目
的
と
し
て
、「
経

営
者
が
活
用
し
よ
う
と
思
え
る

よ
う
、
理
解
し
や
す
く
、
経
営

状
況
の
把
握
に
役
立
つ
会
計
」

が
第
一
位
の
目
的
に
掲
げ
ら
れ

た
。
い
わ
ば
外
部
へ
の
情
報
提

供
の
上
位
概
念
と
し
て
、
内
部

へ
の
情
報
提
供
す
な
わ
ち
経
営

へ
の
役
立
ち
が
据
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

３

表
面
的
に
見
る
危
険
性

中
小
会
計
要
領
自
体
は
、
経

営
者
を
対
象
に
記
述
し
て
お

り
、
難
解
な
会
計
用
語
を
平
易

な
語
り
口
で
説
明
し
、
１４
の
項

目
、
４１
の
会
計
ル
ー
ル
に
集
約

し
て
い
る
。

従
っ
て
、
中
小
会
計
要
領
は

平
易
な
財
務
会
計
の
ル
ー
ル
だ

と
早
合
点
す
る
向
き
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
戦

略
的
な
狙
い
は
、
簡
便
な
会
計

処
理
を
通
じ
て
、
財
務
情
報
の

活
用
を
め
ざ
す
経
営
に
役
立
つ

会

計
（M

anegem
ent

A
cco

unting

）
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
に
、
会
計
専
門
家

で
あ
れ
ば
気
づ
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ

中
小
会
計
要
領
の
影
響

中
小
会
計
要
領
の
影
響
は
、

多
方
面
に
及
ぶ
。
以
下
で
は
、

会
計
人
に
及
ぼ
す
影
響
に
絞
っ

て
検
討
を
加
え
る
。

１

月
額
の
顧
問
報
酬
へ
の
影

響中
小
会
計
要
領
の
目
的
と
し

て
、「
中
小
企
業
に
過
重
な
負

担
を
課
さ
な
い
」
も
の
で
あ
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
会
計
事

務
所
の
月
額
顧
問
料
が
大
き
な

試
練
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ

る
。会

計
事
務
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
強
み
は
、
独
占
性
を
付

与
さ
れ
て
い
る
税
務
業
務
に
非

独
占
の
会
計
業
務
を
加
え
て
パ

ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、
こ
れ
に
毎
月

の
顧
問
料
制
度
を
セ
ッ
ト
に
し

た
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。と

こ
ろ
が
、
中
小
会
計
要
領

は
、
経
営
と
会
計
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
中
小
企
業
の
会
計
業
務

は
、
こ
れ
ま
で
は
会
計
事
務
所

が
主
に
担
っ
て
き
た
が
、
今
後

は
各
機
関
・
団
体
が
幅
広
く
参

入
す
る
こ
と
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
た
＊
７

。

従
っ
て
、
中
小
企
業
の
会
計

業
務
は
、
会
計
事
務
所
が
一
手

に
引
き
受
け
る
時
代
で
は
な

く
、
他
の
参
入
も
含
め
た
競
争

が
激
化
し
、
価
格
競
争
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
激
し
い
市
場
が
形

成
さ
れ
る
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

月
次
決
算
の
早
期
化
へ
の

影
響

中
小
会
計
要
領
の
目
的
と
し

て
、「
中
小
企
業
の
利
害
関
係

者
（
金
融
機
関
、
取
引
先
、
株

主
等
）
へ
の
情
報
提
供
に
資
す

る
会
計
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。金

融
機
関
は
、
現
状
で
は
中

小
企
業
全
般
に
普
及
し
た
会
計

ル
ー
ル
が
な
い
こ
と
か
ら
、
財

務
諸
表
の
信
頼
性
に
不
安
が
あ

り
中
小
企
業
の
直
近
の
経
営
状

況
や
返
済
見
通
し
を
知
る
た
め

の
資
料
が
な
い
、
と
の
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
＊
９

。
そ
の
た

め
、
今
後
は
期
中
管
理
資
料

（
資
金
繰
り
表
、
試
算
表
等
）

の
作
成
及
び
経
営
改
善
策
等
の

策
定
に
つ
い
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
的
役
割
を
金
融
機
関
側
と

し
て
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
と

方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
＊
９

。

年
一
度
の
決
算
だ
け
で
な

く
、
期
中
管
理
す
な
わ
ち
月
次

決
算
情
報
を
翌
月
早
期
に
顧
問

先
に
提
供
し
助
言
す
る
こ
と

が
、
金
融
機
関
側
か
ら
も
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
量
す

る
。

３

会
社
法
上
の
計
算
書
類
を

作
成
す
る
影
響

中
小
会
計
要
領
に
基
づ
い
て

会
社
法
に
適
法
な
計
算
書
類
が

作
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
株
式
会

社
を
前
提
に
す
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。
金
融
機
関
に
対
し

て
は
特
に
強
調
で
き
よ
う
。

同
時
に
会
社
法
上
の
権
利
義

務
が
生
ず
る
の
で
、
そ
の
点
の

配
慮
が
欠
か
せ
な
い
。
虚
偽
記

載
や
重
要
な
項
目
の
誤
記
な
ど

が
な
い
よ
う
、
適
正
な
会
計
処

理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

４

経
営
状
況
の
把
握
に
役
立

つ
会
計
で
あ
る
こ
と
の
影
響

顧
問
先
の
経
営
に
役
立
つ
会

計
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
多
く
の
会
計
事
務
所
に
と

っ
て
未
経
験
の
分
野
で
あ
る
よ

う
だ
。
過
去
の
決
算
書
で
は
な

く
、
現
状
と
未
来
を
語
る
経
営

数
値
等
に
基
づ
い
て
、
経
営
改

善
等
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
経
営
に
役
立
つ
会
計
の
第

一
歩
で
あ
る
。

「
経
営
者
が
理
解
し
、
自
社

の
経
営
状
況
を
適
切
に
把
握
で

き
る
」
会
計
を
実
践
し
て
顧
問

先
の
中
小
企
業
の
成
長
に
役
立

つ
た
め
に
工
夫
す
る
会
計
事
務

所
と
、
過
去
の
決
算
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
留
ま
る
従
来
型
の

会
計
事
務
所
と
の
�
違
い
�

が
、
中
小
企
業
経
営
者
か
ら
見

て
明
確
に
見
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
そ
う

に
な
い
。

会
計
事
務
所
は
、
中
小
会
計

要
領
の
普
及
と
と
も
に
、
様
変

わ
り
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。

会
計
制
度
の
変
化
を
に
ら
み
な

が
ら
、
顧
問
先
の
期
待
に
応
え

続
け
る
〝
大
き
な
構
想
を
描
き

実
践
す
る
会
計
人
〞
の
誕
生
を

時
代
は
求
め
て
い
る
。

＊
１

山
本
昌
弘
「
会
計
と
は
何
か

進
化
す
る
経
営
と
企
業
統
治

」

（
講
談
社
選
書
、
２
０
０
８
・
６
）。

＊
２

富
岡
幸
雄
「
会
計
の
危
機
と
会

計
学
界
の
危
機
」『
経
営
財
務
』（
２
０

１
０
・
１０
・
１８
号
）。

＊
３

一
般
的
な
中
小
企
業
経
営
者
が

職
務
執
行
等
に
費
や
す
時
間
の
う

ち
、
い
わ
ゆ
る
決
算
書
に
関
わ
る
割

合
は
０
・
３
％
〜
４
％
に
過
ぎ
な
い

（
Ｒ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ａ
調
べ
、
２
０
１
０
）。

＊
４

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る

検
討
会
」（
座
長
：
万
代
一
橋
大
学
大

学
院
教
授
。
共
同
事
務
局
：
中
企
庁

・
金
融
庁
。
陪
席
：
法
務
省
・
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
）、２
０
１
２
年
２
月
。

＊
５

例
え
ば
、
中
小
企
業
庁
「
中
小

企
業
の
会
計
に
関
す
る
研
究
会
」（
座

長
：
江
頭
早
稲
田
大
学
教
授
、
以
下

「
研
究
会
」）、経
団
連
他
「
非
上
場

会
社
の
会
計
基
準
に
関
す
る
懇
談

会
」（
座
長
：
安
藤
専
修
大
学
教
授
、

以
下
「
懇
談
会
」）。

＊
６

研
究
会
中
間
報
告
書
、
２
０
１

０
年
９
月
。
懇
談
会
報
告
書
、
２
０

１
０
年
８
月
。

＊
７

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る

検
討
会
」報
告
書
、２
０
１
２
年
３
月
。

＊
８

日
本
商
工
会
議
所
他
６
団
体

「
中
小
企
業
の
実
態
に
即
し
た
会
計

基
準
の
策
定
に
関
す
る
意
見
」
２
０

１
０
・
６
。

＊
９

経
済
産
業
省
「
中
小
企
業
政
策

審
議
会

企
業
力
強
化
部
会
」（
以
下

「
中
政
審
企
業
力
強
化
部
会
」）等
。

＊
１０
「
中
政
審
企
業
力
強
化
部
会

中

間
取
り
ま
と
め
」
２
０
１
２
年
３
月

公
表
。

櫻庭周平［［麹麹町町］］

日
本
税
務
会
計
学
会

平
成
２３
年
１２
月
月
次
研
究
会
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